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明けましておめでとうございます■■■
■■■本年もよろしくお願いいたします

−中日本学校給食物資流通組合連合会−
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（２面）	 新春を迎えて……………愛知県知事　大村秀章

（３面）	 新年の挨拶…中日本学校給食物資流通組合連合会会長　青木昌博

（４〜７面）	新年賀詞

（８面）	 ジビエは神代の昔から
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
、
県
民
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
二
〇
二
二
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の
基
本
デ
ザ
イ
ン
を
発
表
し
、
夢
の
実
現
に
大
き
く
前
進
し
た
年
で
し
た
。

ま
た
、
二
〇
二
六
年
に
愛
知
・
名
古
屋
で
開
催
す
る
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
評
議
会
と
開
催
都
市
契
約
を
締

結
し
、
開
催
に
向
け
た
準
備
が
加
速
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
二
〇
二
七
年
度
の
リ
ニ
ア
開
業
に
向
け
着
々
と
工
事
が
進
む
中
、
リ
ニ
ア
大
交
流
圏
の
拠
点
と
し
て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
な
ど
、
愛
知
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
一
層
高
め
て
き
た
一
年
で
し
た
。

　

時
代
は
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
変
革
期
に
お
い
て
も
、
愛
知
は
、
日
本
の
成

長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
我
が
国
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
い
く
存
在
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
、
自
動
運
転
な
ど
の
次
世
代
自
動
車
や
航
空
宇
宙
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
分
野
を
始
め
、
I
C
T
や
A
I
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
ま
で
、
幅

広
く
産
業
集
積
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
戦
略
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
次
々
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
湧
き
起
こ
す
、

世
界
一
の
産
業
の
革
新
・
創
造
拠
点
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
よ
い
よ
九
月
に
は
、
常
滑
の
空
港
島
に
愛
知
県
国
際
展
示
場
「
A
i
c
h
i 

S
k
y 

E
x
p
o
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

M
I
C
E
を
核
と
し
た
国
際
観
光
都
市
の
実
現
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
、
国
際
交
流
、
多
文
化
共
生
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
進
め
、
国
内
外
に
お
け
る
愛
知
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
女
性
の
活
躍
、
医
療
・
福
祉
、
教
育
・
人
づ
く
り
、
環
境
、
地
震
防
災
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
東
三
河
地
域
の
振
興
な
ど
、
県
民
の
皆
様
の
生
活
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
十
一
月
に
は
、
G
20
外
務
大
臣
会
合
が
愛
知
・
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
六
月
に
は
全
国
植
樹
祭
、
八
月
か
ら
あ
い
ち
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
九
月
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
十
一
月
に
技
能
五
輪
全
国
大
会
と
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。
し
っ

か
り
と
準
備
を
進
め
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
日
本
一
元
気
な
愛
知
」「
す
べ
て
の
人
が
輝
く
愛
知
」「
日
本
一
住
み
や
す
い
愛
知
」
の
実
現
を
目
指
し
、
県
民
の
皆
様
に
、
笑

顔
で
元
気
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
元
旦

新
春
を
迎
え
て

愛
知
県
知
事

大　

村　

秀　

章
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
、
そ
し
て
相
次
ぐ
災
害
の
年
で
あ
り
、
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業
界
で
の
数
々

の
不
祥
事
も
発
覚
し
日
本
企
業
へ
の
信
頼
回
復
も
未
だ
遠
い
状
況
で
あ
る
と
改
め
て
示
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
と
し
ま
し
て
も
、
日

本
企
業
の
一
端
を
担
う
以
上
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
理
念
を
改
め
て
念
頭
に
置
き
、「
他
山
の
石
を
以
て
玉
を
攻
む
べ
し
」
と
い
う
心
持
ち
で

取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
大
き
な
社
会
変
革
が
あ
り
ま
す
。
四
月
末
に
天
皇
陛
下
が
退
位
さ
れ
、
五
月
一
日
に
は
皇
太
子
さ
ま
が
即
位
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
改
元
の
日
と
な
る
こ
と
か
ら
、
休
日
と
す
る
こ
と
を
政
府
が
決
め
大
型
連
休
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十

月
に
は
消
費
税
の
増
税
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
軽
減
税
率
の
実
施
も
行
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
対
象
と
な
る
食
品
業
界
に
と
っ
て
は
対
策

を
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
面
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
消
費
者
の
志
向
や
景
気
動
向
に
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
日
本
経
済
の
命
運
を
占
う
試
金
石
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
て
対
応
を
模
索
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
食
品
業
界
に
と
っ
て
は
、
二
○
二
○
年
に
向
け
て
食
品
表
示
法
の
完
全
実
施
、
H
A
C
C
P
の
取
得
義
務
等
に
向
け
て
様
々
な
対
策
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
高
級
食
材
と
し
て
人
気
で
あ
っ
た
ジ
ビ
エ
も
近
年
で
は
地
域
振
興
の
手
立
て
と
し
て
脚

光
を
浴
び
、
増
え
す
ぎ
て
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
食
す
こ
と
と
し
て
一
般
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
学
校
給
食
の
一
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
出
さ
れ
る
こ
と
も
以
前
よ
り
増
え
て
き
た
よ
う
で
す
。
昨
年
は
岐
阜
県
を
中
心
に
豚
コ
レ
ラ
が
発
生
し
た
影
響
で
水
を
差
さ
れ
た
感
は

あ
り
ま
す
が
、
亥
年
の
今
年
、
一
刻
も
早
い
収
束
と
さ
ら
な
る
展
開
を
望
む
次
第
で
す
。

　

本
年
も
私
ど
も
は
食
の
〝
安
全
・
安
心
・
安
定
〟
供
給
を
志
し
日
頃
の
業
務
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
元
旦

新
年
の
挨
拶

中
日
本
学
校
給
食
物
資
流
通
組
合
連
合
会

会
長　

青　

木　

昌　

博
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愛
知
ヨ
ー
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

平　

野　

豪　

治

小
牧
市
大
字
間
々
原
新
田
字
中
島
五
〇
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
八
〉
七
七
︱
三
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
八
〉
七
五
︱
八
七
五
三

伊
那
食
品
工
業
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

大　

沢　
　
　

寿

愛
知
県
小
牧
市
小
木
東
一
︱
四
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
八
〉
七
五
︱
六
六
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
八
〉
七
五
︱
六
六
九
九

エ
バ
ラ
食
品
工
業
株
式
会
社

名
古
屋
支
店
長　

石　

井　

重　

幸

名
古
屋
市
中
区
錦
一
︱
三
︱
七

S
K
名
古
屋
ビ
ル
九
F

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
三
一
︱
七
〇
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
三
一
︱
九
三
三
七

大
島
食
品
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

大　

島　

雄　

治

名
古
屋
市
守
山
区
小
幡
南
二
︱
二
︱
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
七
九
五
︱
〇
〇
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
七
九
五
︱
二
五
四
四

株
式
会
社
ア
サ
ダ

代
表
取
締
役
社
長　

浅　

田　

康　

裕

名
古
屋
市
中
村
区
稲
西
町
一
八
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
四
一
一
︱
八
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
四
一
二
︱
七
九
七
二

素
敵
な
サ
ラ
ダ
計
画
Ⓡ

エ
ス
エ
ス
ケ
イ
フ
ー
ズ
株
式
会
社

　

藤　

原　

志　

朗

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
一
丁
目
一
〇
番
二
九
号

　
　
　
　
　
　
　

白
川
第
八
ビ
ル
五
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
一
八
︱
三
七
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
一
八
︱
三
七
三
六

エ
ム
・
シ
ー
シ
ー
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

水　

垣　

宏　

隆

神
戸
市
東
灘
区
深
江
浜
町
三
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
七
八
〉
四
五
一
︱
一
四
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
七
八
〉
四
一
二
︱
一
九
三
六

カ
ゴ
メ
株
式
会
社

　

稲　

垣　

慶　

一

名
古
屋
市
中
区
錦
三
丁
目
十
四
番
十
五
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
九
五
一
︱
三
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
九
七
一
︱
四
一
〇
六

味
の
素
冷
凍
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

吉　

峯　

英　

虎

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
四
番
一
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　

日
土
地
銀
座
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
六
三
六
七
︱
八
六
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
三
〉
三
五
四
三
︱
六
五
六
一

神
谷
醸
造
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

神　

谷　

和　

男

豊
田
市
高
岡
町
巾
着
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
五
〉
五
一
︱
一
三
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
五
〉
五
一
︱
一
三
一
二

一
色
う
な
ぎ
漁
業
協
同
組
合

　

山　

本　

浩　

二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
三
〉
七
二
︱
八
八
四
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
三
〉
七
二
︱
二
〇
一
五

株
式
会
社
極
洋　

名
古
屋
支
社

支　

社　

長　

傍　

島　

康　

之

名
古
屋
市
東
区
東
桜
一
︱
四
︱
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
信
ビ
ル
五
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
九
五
五
︱
八
二
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
九
五
五
︱
八
一
三
〇

株
式
会
社
伊
藤
海
苔
店

代
表
取
締
役
社
長　

伊　

藤　

幸　

次

愛
知
県
田
原
市
浦
町
西
側
七
〇
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
三
一
〉
二
二
︱
一
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
三
一
〉
二
三
︱
二
〇
三
〇

代
表
理
事

組

合

長

名
古
屋
支
店

支

店

長

名
古
屋
支
店

支

店

長
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会
報
・
自
費
出
版
物
・
名
簿
等
各
種
印
刷

株
式
会
社
言
文
社

代
表
取
締
役　

赤　

尾　
　
　

好

名
古
屋
市
西
区
枇
杷
島
二
丁
目
六
︱
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
五
八
三
︱
一
一
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
五
八
三
︱
一
七
五
六

コ
ッ
コ
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

竹　

内　

隆　

之

知
多
市
南
粕
谷
新
海
二
丁
目
十
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
九
〉
四
二
︱
二
一
三
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
九
〉
四
三
︱
一
一
八
六

株
式
会
社
津
田
商
店

代
表
取
締
役
社
長　

津　

田　

保　

之

本　
　

社　

岩
手
県
釜
石
市
鵜
住
居
町
第
十
地
割
三
〇
︱
一

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
一
九
三
〉
二
九
︱
一
八
〇
四

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
一
九
三
〉
二
九
︱
一
八
〇
六

工　
　

場　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
一
九
三
〉
二
九
︱
一
八
〇
五

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
一
九
三
〉
二
九
︱
一
八
〇
六

「
食
」か
ら「
命
」と「
未
来
」を
つ
く
る
。

清
水
冷
凍
株
式
会
社

静
岡
市
清
水
区
袖
師
町
一
三
五
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
四
〉
三
六
四
︱
五
五
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
四
〉
三
六
四
︱
九
〇
八
四

テ
ー
オ
ー
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

高　

橋　

正　

則

東
京
都
豊
島
区
南
長
崎
一
︱
二
︱
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
三
九
五
二
︱
一
三
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
三
〉
三
九
五
〇
︱
八
六
九
三

シ
マ
ダ
ヤ
株
式
会
社

名
古
屋
支
店
長　

笠　

原　

仁　

史

名
古
屋
市
中
区
栄
一
︱
二
五
︱
七

　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ル
３
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
二
二
︱
三
四
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
二
二
︱
三
四
六
五

す
ぐ
る
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

宮　

崎　

勇　

二

東
京
都
目
黒
区
緑
が
丘
二
︱
七
︱
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
三
七
一
八
︱
六
三
三
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
三
〉
三
七
二
四
︱
二
七
九
三

株
式
会
社
大
冷　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

小　

柳　

文　

直

名
古
屋
市
中
区
錦
一
︱
七
︱
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　

三
同
ビ
ル
錦
八
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
一
八
︱
六
一
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
一
八
︱
六
一
八
二

テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク
株
式
会
社

名
古
屋
支
社
長　

新　

井　

政　

行

名
古
屋
市
中
区
伊
勢
山
二
︱
十
二
︱
一

　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｔ
名
古
屋
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
三
二
四
︱
二
〇
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
三
二
四
︱
二
〇
一
五

株
式
会
社
新
川
食
品

代
表
取
締
役　

古　

川　

定　

容

愛
北
工
場　

愛
知
県
小
牧
市
河
内
屋
新
田
上
岩
倉
杁
630

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
八
〉
七
二
︱
四
五
五
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
八
〉
七
二
︱
四
五
五
〇

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

大
栄
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

小　

栗　

広　

秀

本
社
工
場　

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
門
間
二
二
八
八
︱
一

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
八
〉
三
八
八
︱
二
三
六
六

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
八
〉
三
八
八
︱
二
三
六
七

岐
阜
工
場　

岐
阜
市
東
鶉
二
丁
目
二
五
番
地

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
八
〉
二
七
六
︱
二
四
五
二

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
八
〉
二
七
六
︱
三
七
〇
二

中
部
日
本
編
集
セ
ン
タ
ー
主
宰

中
部
経
済
新
聞
社
編
集
局
論
説
室

和　

木　

康　

光

名
古
屋
市
東
区
砂
田
橋
三
丁
目
二

　
　
　
　
　
　

大
幸
東
一
〇
三
︱
六
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
九
〇
〉
四
四
六
八
︱
七
六
〇
一

E-m
ail : ya.w

aki@
gm

ail.com

天
狗
缶
詰
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

伊　

藤　

圭
太
郎

名
古
屋
市
中
区
金
山
一
︱
一
二
︱
一
四

　
　
　
　
　
　
　

金
山
総
合
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
〇
︱
五
五
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
〇
︱
五
五
五
六
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株
式
会
社
ナ
ガ
ノ
ト
マ
ト　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

塩　

澤　

勝　

久

名
古
屋
市
東
区
葵
三
︱
七
︱
十
六

　
　
　
　
　

千
種
ウ
エ
ス
ト
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
九
三
〇
︱
五
〇
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
九
三
〇
︱
五
〇
二
二

日
東
ベ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

大　

沼　

一　

彦

名
古
屋
支
店　

名
古
屋
市
熱
田
区
千
代
田
町
一
七
番
八
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
六
八
二
︱
二
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
六
八
二
︱
三
九
六
八

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社総合

代
理
店 　

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
タ
ス

　

坂　

本　

文　

一

名
古
屋
市
中
区
栄
二
︱
二
︱
三
一

　
　
　
　
　
　

ニ
ュ
ー
プ
ラ
ス
ビ
ル
七
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
〇
四
︱
八
七
八
八

携
帯
電
話 

〇
九
〇
︱
三
八
五
六
︱
〇
三
五
一

不
二
製
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

大　

森　

達　

司

本　

社　

大
阪
府
泉
佐
野
市
住
吉
町
一
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ〈
〇
七
二
〉四
六
三
︱
一
五
一
一（
代
表
）

https://w
w

w
.fujioil.co.jp/

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ

中
部
支
社
長　

水　

高　

清　

明

名
古
屋
市
熱
田
区
川
並
町
二
番
十
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鳥
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
六
八
三
︱
二
五
〇
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
六
八
二
︱
二
六
九
五

日
本
水
産
株
式
会
社　

名
古
屋
支
社

支　

社　

長　

三　

谷　

拓　

己

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
三
︱
二
二
︱
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
五
六
一
︱
五
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
五
六
一
︱
五
三
〇
九

株
式
会
社
華ハ

ナ
キ
キ
ョ
ウ

桔
梗

代
表
取
締
役　

𠮷　

村　

龍　

一

名
古
屋
市
中
川
区
伏
屋
二
︱
一
一
一
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
一
︱
七
八
二
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
一
︱
八
一
六
九

二
方
蒲
鉾
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

二　

方　

道　

正

本　
　

社　

兵
庫
県
豊
岡
市
瀬
戸
七
五
七
︱
一

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
七
九
六
〉
二
八
︱
三
一
二
一

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
七
九
六
〉
二
八
︱
二
二
五
七

東
日
本
営
業
部　
神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
神
奈
川
本
町
二
一
︱
六

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
四
五
〉
五
九
四
︱
六
六
八
六

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
四
五
〉
五
九
四
︱
六
六
八
七

日
華
油
脂
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

長　

坂　
　
　

篤

東
京
都
中
央
区
明
石
町
八
︱
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
五
五
六
五
︱
〇
四
五
五

名
古
屋
営
業
所　

名
古
屋
市
中
区
錦
二
︱
一
八
︱
一
九

　

三
井
住
友
銀
行
名
古
屋
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
二
九
︱
九
六
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
二
九
︱
九
六
九
五

天
然
調
味
料
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社
マ
ル
ハ
チ
村
松

代
表
取
締
役
社
長　

村　

松　

善　

八

静
岡
県
焼
津
市
下
江
留
一
〇
〇
一
︱
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
四
〉
六
二
二
︱
七
三
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
四
〉
六
二
二
︱
七
六
九
一

株
式
会
社
ニ
ッ
コ
ー

代
表
取
締
役　

山　

﨑　

雅　

史

神
奈
川
県
大
和
市
代
官
一
︱
一
〇
︱
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
四
六
〉
二
六
九
︱
〇
二
一
七
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
四
六
〉
二
六
九
︱
〇
二
八
四

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
株
式
会
社　

中
部
支
社

支　

社　

長　

播　

谷　
　
　

純

名
古
屋
市
中
区
栄
一
︱
九
︱
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｆ
ビ
ル
八
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
七
︱
八
七
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
七
︱
八
七
三
九

日
清
フ
ー
ズ
株
式
会
社

業
務
用
営
業
部　

中
部
営
業
所

所　
　

長　

桑　

山　

貴　

行

名
古
屋
市
東
区
武
平
町
五
丁
目
一
番
地

名
古
屋
栄
ビ
ル
九
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
九
七
二
︱
八
九
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
九
七
二
︱
八
九
七
三

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

          

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー



−7−

三
島
食
品
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

岩　

本　

直　

樹

名
古
屋
市
西
区
枇
杷
島
五
︱
三
〇
︱
一
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
五
二
四
︱
○
八
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
五
二
四
︱
四
五
五
五

株
式
会
社
ミ
ツ
カ
ン　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

井　

上　
　
　

猛

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
五
︱
二
二
︱
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
駅
中
埜
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
五
六
六
︱
三
四
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
五
六
六
︱
三
四
七
九

株
式
会
社
ツ
ル
ミ
企
画

代
表
取
締
役　

靍　

見　

佳　

利

名
古
屋
市
緑
区
諸
の
木
二
丁
目
一
一
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
八
七
七
︱
一
三
一
八

株
式
会
社
ヤ
ヨ
イ
サ
ン
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役
社
長　

黒　

本　
　
　

聡

東
京
本
社　

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
丁
目
十
︱
十
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
五
四
〇
〇
︱
一
五
〇
〇

有
限
会
社 

林
食
品
商
会

豊
田
市
堤
町
上
町
一
〇
二
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
五
〉
五
二
︱
四
六
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
五
〉
五
二
︱
五
三
〇
一

理
研
ビ
タ
ミ
ン
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

岩　

崎　

直　

臣

名
古
屋
市
中
区
栄
四
︱
二
︱
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
三
八
︱
三
七
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
三
八
︱
三
七
六
七

  

株
式
会
社
ア
イ
ケ
イ

代
表
取
締
役　

蜂
須
賀　

勝　

久

　
　

本
社　

安
城
市
横
山
町
大
山
田
中
一
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
六
〉
七
二
︱
〇
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
六
〉
七
四
︱
〇
八
六
八

希
望
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

靏　

見　

秀　

明

名
古
屋
市
南
区
丹
後
通
五
丁
目
八
番
地
の
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
六
一
二
︱
一
二
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
六
一
一
︱
二
八
〇
九

株
式
会
社
プ
ラ
ー
ナ

代
表
取
締
役　

堀　
　
　

雅　

利

名
古
屋
営
業
所　
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
二
︱
十
七
︱
四

ミ
ワ
第
一
ビ
ル
六
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
二
八
︱
八
〇
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
二
八
︱
八
〇
六
二

六
甲
バ
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

三　

宅　

宏　

和

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
一
丁
目
三
番
一
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
七
八
〉
二
三
一
︱
四
六
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
七
八
〉
二
四
二
︱
一
三
七
九

業
務
用
食
品
取
扱

株
式
会
社
エ
デ
ィ
オ
ッ
ク

代
表
取
締
役
会
長　

小　

出　

眞　

彰

名
古
屋
市
中
川
区
柳
川
町
一
五
︱
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
六
八
二
︱
八
六
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
六
八
二
︱
八
六
六
七

髙
瀬
物
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

髙　

瀬　

知　

康

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
兜
町
一
二
︱
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
瀬
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
三
六
六
五
︱
一
二
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
三
〉
三
六
六
五
︱
一
二
七
五

株
式
会
社
名
給

代
表
取
締
役
社
長　

青　

木　

基　

博

名
古
屋
市
熱
田
区
新
尾
頭
二
丁
目
二
番
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
六
八
一
︱
七
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
六
七
一
︱
七
一
四
四



−8−

◆
ジ
ビ
エ
の
増
加

　

畑
を
荒
ら
す
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
額
が
年
間
約

二
百
億
円
に
上
る
と
い
わ
れ
る

な
か
、
農
林
水
産
省
は
農
作
物

被
害
の
軽
減
と
農
村
の
所
得
増

の
一
石
二
鳥
を
は
か
っ
て
、
ジ

ビ
エ
需
要
の
拡
大
に
力
入
れ
を

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥

獣
肉
の
利
用
量
が
二
〇
一
七
年

度
は
千
六
百
二
十
九
ト
ン
と
、

一
六
年
度
に
比
べ
二
七
・
〇
％

増
え
た
こ
と
が
農
水
省
の
調
査

で
分
か
り
ま
し
た
。

　

健
康
志
向
の
高
ま
り
や
加
工

施
設
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、

野
生
鳥
獣
の
有
効
利
用
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

◆
江
戸
時
代
の
薬
食
い

　

世
界
に
は
宗
教
上
の
理
由
か

ら
特
定
の
肉
を
決
し
て
食
べ
な

い
と
い
う
国
が
存
在
し
ま
す

が
、
日
本
で
も
仏
教
伝
来
以

降
、
殺
生
の
戒
め
の
影
響
が
大

き
く
、
近
世
ま
で
の
日
本
の
食

文
化
は
い
わ
ば
〝
肉
食
忌
避
文

化
〟
で
し
た
。
し
か
し
、
江
戸

時
代
に
は
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な

ど
を
病
人
に
は
薬
に
な
る
な
ど

と
い
い
〝
薬
食
い
〟
と
称
し
て

食
し
て
い
ま
し
た
。

　

歌
川
広
重
が
描
く
『
名
所
江

戸
百
景  

び
く
に
は
し
雪
中
』

に
は
、「
山
く
じ
ら
」
と
記
さ

れ
た
店
の
看
板
が
大
き
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。「
山
く
じ
ら
」

と
は
イ
ノ
シ
シ
肉
の
こ
と
で
、

こ
の
看
板
の
店
は
「
猪
肉
レ
ス

ト
ラ
ン
」
と
大
き
く
う
た
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
狩
猟
の
免
罪
符

　

仏
教
伝
来
に
よ
っ
て
獣
肉
食

へ
の
罪
悪
視
が
広
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
で

も
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に

は
殺
生
を
し
そ
の
命
を
食
べ
て

い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
一

面
が
あ
り
、
古
代
か
ら
、
狩
猟

は
山
間
地
に
暮
ら
す
人
々
の
生

活
の
糧
（
か
て
）
を
得
る
手
段

と
し
て
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
し

た
。

　

そ
こ
で
、
生
き
る
た
め
に
狩

猟
を
し
て
も
よ
い
と
〝
神
様
の

お
許
し
〟
を
得
て
狩
猟
を
行
う

と
い
う
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
野
県
諏
訪
地
方
で
行
わ
れ

る
諏
訪
大
社
の
御
柱
祭
（
お
ん

ば
し
ら
ま
つ
り
）
は
、
日
本
三

大
奇
祭
の
ひ
と
つ
と
し
て
全
国

的
に
有
名
で
す
が
、
そ
の
諏
訪

大
社
の
古
来
よ
り
の
信
仰
で

は
、「
鹿
食
免 (

か
じ
き
め
ん
）」

と
い
う
神
符
と
「
鹿
食
箸
（
か

じ
き
ば
し
）」
と
い
う
箸
を
授

け
、
こ
の
神
符
が
あ
れ
ば
狩
猟

が
で
き
、
こ
の
箸
を
使
え
ば
肉

食
が
許
さ
れ
る
と
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
諏
訪
の
勘
文
」

と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

諏
訪
大
社
上
社
で
は
、
毎
年

四
月
十
五
日
に
「
御
頭
祭
（
お

ん
と
う
さ
い
）」
と
い
う
農
作

物
の
豊
穣
を
祈
っ
た
祭
り
が
行

わ
れ
て
お
り
、
む
か
し
は
、
白

ウ
サ
ギ
や
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ

の
串
刺
し
や
五
臓
な
ど
が
生

贄
（
い
け
に
え
）
と
し
て
神
前

に
供
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
頭
の
剥
製

（
は
く
せ
い
）
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
獲
物
の
一

部
を
神
に
捧
げ
て
恵
み
を
感
謝

し
、
次
の
獲
物
を
願
う
古
来
よ

り
の
信
仰
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

諏
訪
大
社
で
は
現
在
も
、『
鹿

食
免
』
と
『
鹿
食
箸
』
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
Ｗ
）

ジ
ビ
エ
は
神
代
の
昔
か
ら

神
さ
ま
も
許
さ
れ
た
狩
猟

ジ
ビ
エ
は
神
代
の
昔
か
ら

神
さ
ま
も
許
さ
れ
た
狩
猟
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